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市
の
花
で
あ
る
あ
じ
さ
い
と
い
え
ば
、
な
ん
と

い
っ
て
も
宗
吾
霊
堂
。
あ
た
り
一
面
に
咲
き
誇

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
意
外
な
こ
と
に
さ
く
ら

の
山
に
も
あ
じ
さ
い
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る

一
帯
が
あ
り
ま
す
。 

成
田
市
の
花 

あ
じ
さ
い 

成
田
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
う
な
り
く
ん
の 

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー 

交
通
安
全
の
た
め
に
小
学
１
年
生
に
配
ら
れ
る

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
。
成
田
市
で
は
平
成
23
年

度
か
ら
う
な
り
く
ん
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
い
つ
で
も
う
な
り
く
ん
は
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

成
田
の
梅
ま
つ
り 

成
田
山
公
園
で
は
、
毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

の
見
頃
の
シ
ー
ズ
ン
に
梅
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
梅
は
市
の
木
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

て
、
市
民
課
に
婚
姻
届
を
出
す
と
記
念
品
と
し
て
梅

の
苗
木
が
も
ら
え
る
の
は
成
田
な
ら
で
は
で
す
。 

成
田
の
か
ら
く
り
時
計 

成
田
か
ら
く
り
時
計
は
、
平
成
30
年
10
月
7
日

に
完
成
し
ま
し
た
。
決
ま
っ
た
時
間
に
成
田
祇
園

祭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
囃
子
の
演
奏
や
鏡
獅
子
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
人
形
達
が
登
場
し
、
成
田
を
訪

れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
て
も
写
真
映

え
の
す
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

成
田
名
物
・
う
な
ぎ 

江
戸
時
代
に
江
戸
か
ら
成
田
山
へ
の
お
参
り
が
流
行

し
た
と
き
、
印
旛
沼
で
獲
れ
た
栄
養
価
の
高
い
う
な

ぎ
料
理
で
お
も
て
な
し
を
し
た
こ
と
か
ら
成
田
の
う

な
ぎ
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
な
ん
と
、
歩
い

て
江
戸
か
ら
成
田
ま
で
来
て
い
た
そ
う
で
す
。 

ク
リ
ー
ム
ス
イ
カ 

ス
イ
カ
と
言
え
ば
赤
い
実
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す

が
、
成
田
で
は
ク
リ
ー
ム
ス
イ
カ
と
呼
ば
れ
る
、

鮮
や
か
な
黄
色
い
果
肉
の
ス
イ
カ
が
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
甘
く
シ

ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
食
感
で
、
味
も
見
た
目
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ワ
ッ
ト
パ
ク
ナ
ム 

本
院
は
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
有
名
な
寺
院
で
あ
り
、

成
田
に
あ
る
別
院
は
平
成
10
年
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
青
や
赤
を
使
っ
た
極
彩
色
、
黄
金
の
仏
像

な
ど
タ
イ
風
の
寺
院
建
築
で
す
。
手
軽
に
タ
イ
旅

行
の
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。 

成
田
栗 

「
成
田
栗
」
は
銘
柄
品
と
し
て
京
浜
市
場
で
評
価

の
高
い
大
粒
の
栗
で
す
。
以
前
よ
り
作
付
面
積
が

10
分
の
1
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
粒
ぞ
ろ
い
の

お
い
し
い
栗
と
い
う
評
判
は
不
動
で
す
。 

 下
総
鬼
瓦 

鬼
瓦
工
場
の
設
立
は
昭
和
25
～
26
年
頃
で
あ

り
、
昭
和
60
年
度
に
『
下
総
鬼
瓦
』
と
し
て
千
葉

県
指
定
伝
統
的
工
芸
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
鬼
瓦

専
門
の
工
場
は
千
葉
県
内
で
は
他
に
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

成
田
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ
ン
大
会 

成
田
市
で
行
わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
「
成
田
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ラ
ン
大
会
」
。
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
ラ
ン
ナ
ー

が
成
田
市
に
訪
れ
、
中
に
は
コ
ス
プ
レ
を
し
て
走

る
方
も
。
走
っ
た
後
は
、
市
内
の
参
道
で
一
息
つ
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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桜
の
名
所
・
成
田
市
さ
く
ら
の
山 

成
田
空
港
の
近
く
に
あ
る
成
田
市
さ
く
ら
の

山
。
飛
行
機
の
離
着
陸
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
様
子
は
迫
力
満
点
で
す
。
絶
好
の

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
の
で
、
カ
メ
ラ
も
お
忘
れ

な
く
。 

成
田
が
発
祥
？ 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
発
祥
地
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
実
は
成
田
市
で
は
明
治
時
代
か
ら

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
提
供
し
て
い
る
歴
史
が
あ

り
、
発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

成
田
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

下
総
利
根
宝
船
公
園 

宝
船
か
ら
景
色
を
眺
め
る
と
、
眼
下
に
広
が
る

下
総
の
景
色
の
中
に
、
し
も
ふ
さ
七
福
神
巡
り

に
代
表
さ
れ
る
七
福
神
が
何
か
に
悩
み
な
が
ら

井
戸
端
会
議
を
し
て
い
る
モ
ヤ
っ
と
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。 

成
田
国
際
空
港 

日
本
で
最
も
多
く
世
界
中
の
都
市
と
繋
が
っ
て

い
る
成
田
国
際
空
港
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
豊
富
で
、
実
は
国
内
線
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
貿
易
額
で
は
海
の
港
を
合
わ
せ
て
も
日
本

一
位
と
貨
物
も
世
界
レ
ベ
ル
！
地
域
の
経
済
と

雇
用
も
支
え
る
成
田
市
の
誇
り
で
す
。 

成
田
ソ
ラ
あ
ん
ぱ
ん 

成
田
ソ
ラ
あ
ん
ぱ
ん
は
、
あ
ん
こ
が
食
べ
ら
れ

な
い
開
発
者
が
努
力
に
努
力
を
重
ね
作
成
し
た

魂
の
パ
ン
で
す
。
成
田
ソ
ラ
ガ
ー
ル
に
よ
り
広

く
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
ソ
ラ
お
じ
さ
ん
も

居
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

成
田
祇
園
祭 

成
田
祇
園
祭
は
、
毎
年
約
45
万
人
の
見
物
客
が
訪

れ
、
成
田
山
周
辺
の
町
内
が
一
体
と
な
り
行
わ
れ

る
夏
祭
り
で
す
。
見
事
な
彫
刻
や
装
飾
で
彩
ら
れ

た
10
台
の
山
車
・
屋
台
と
御
輿
1
台
が
繰
り
出

し
、
3
日
間
に
わ
た
っ
て
成
田
山
表
参
道
や
そ
の

周
辺
一
帯
を
巡
行
し
ま
す
。 

 成
田
太
鼓
祭 

成
田
太
鼓
祭
は
、
成
田
山
新
勝
寺
と
成
田
山
表

参
道
一
帯
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、
全
国
各

地
の
実
力
派
和
太
鼓
演
奏
者
達
に
よ
り
、
2
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
日
本
屈
指
の
太
鼓

の
祭
典
で
す
。 

 成
田
山
表
参
道 

 

江
戸
時
代
か
ら
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
今
で
も

当
時
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
成
田
山
表
参

道
。
長
い
参
道
沿
い
に
は
た
く
さ
ん
の
飲
食
店

の
ほ
か
に
、
珍
し
い
十
二
支
の
石
像
が
あ
り
ま

す
。 

 

伊
能
地
区
に
元
禄
時
代
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能

で
市
指
定
文
化
財
で
す
。
伊
能
歌
舞
伎
の
復
活

に
併
せ
て
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
伊
能
歌
舞
伎
米
」
が
つ
く
ら
れ
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

郷
土
芸
能
・
伊
能
歌
舞
伎 

 

豊
住
香
取
神
社 

弘
安
５
年
（
１
２
８
２
年
）
４
月
に
香
取
神
宮

よ
り
香
取
神
社
と
し
て
還
座
。
毎
年
４
月
の
第

一
日
曜
日
に
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
る
市
指
定
文
化
財
で
す
。
口
伝
に
よ
っ

て
伝
承
さ
れ
る
３
匹
の
獅
子
舞
に
よ
る
舞
が
特

徴
で
す
。 
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イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田 

成
田
市
土
屋
に
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
。
１
０
０.

以
上
の
店
舗
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
階
の
通
路
に
は
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
が
ず
ら
り

と
並
ん
だ
コ
ー
ナ
ー
や
、
う
な
り
く
ん
ね
ぶ
た
が

展
示
さ
れ
た
う
な
り
く
ん
広
場
が
あ
り
ま
す
。
広

場
に
隠
れ
た
う
な
り
く
ん
を
見
つ
け
て
み
ま
し

ょ
う
。 

 公
津
み
ら
い
ま
つ
り 

毎
年
５
月
５
日
、
こ
ど
も
の
日
に
開
催
さ
れ
る

「
公
津
み
ら
い
ま
つ
り
」
。
会
場
と
な
る
公
津
の

杜
公
園
で
は
、
子
供
た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
よ
そ
２
千

匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
大
空
を
泳
ぎ
ま
す
。 

成
田
ゆ
め
牧
場 

成
田
市
下
総
に
古
く
か
ら
あ
る
観
光
牧
場
。
牧
場
内

で
は
、
ヤ
ギ
や
う
さ
ぎ
な
ど
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
を
は
じ
め
、
親
子
で
楽
し
め
る
パ
ン

作
り
等
の
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段

の
生
活
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
牧
場
な
ら

で
は
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

都
心
と
成
田
を
結
ぶ
京
成
電
鉄 

京
成
電
鉄
は
成
田
市
と
東
京
上
野
間
を
結
ぶ
私

鉄
電
車
で
す
。
区
間
に
は
42
箇
所
の
駅
が
あ

り
、
東
京
方
面
か
ら
の
終
着
駅
は
成
田
空
港
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

鳴
鐘
山
東
勝
寺
（
宗
吾
霊
堂
） 

江
戸
時
代
の
義
民
・
佐
倉
惣
五
郎
は
、
凶
作
と
重
税

に
苦
し
む
農
民
を
救
う
た
め
、
将
軍
へ
直
訴
し
た
人

物
で
す
。
こ
の
直
訴
に
よ
り
農
民
は
救
わ
れ
ま
し
た

が
、
惣
五
郎
は
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
惣
五

郎
を
祀
る
東
勝
寺
は
、
宗
吾
霊
堂
と
も
呼
ば
れ
、
現

在
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

八
生
小
学
校
の
大
い
ち
ょ
う 

八
生
小
学
校
の
大
い
ち
ょ
う
は
、
樹
齢
約
５
０
０

年
（
諸
説
あ
り
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
20

年
の
ア
メ
リ
カ
空
軍
戦
闘
機
墜
落
に
よ
る
全
校

舎
焼
失
時
も
焼
け
る
こ
と
な
く
、
校
庭
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。 

特
産
品
・
落
花
生
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
） 

国
内
で
生
産
さ
れ
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
約
８
割
が

千
葉
県
産
で
、
成
田
市
も
空
港
周
辺
の
三
里
塚

地
区
が
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
北

総
台
地
の
栄
養
豊
富
な
畑
で
育
っ
た
成
田
の
落

花
生
は
香
り
が
良
く
、
味
に
コ
ク
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

節
分
会 

節
分
会
は
立
春
前
日
に
災
厄
を
は
ら
い
、
一
年
の

幸
せ
を
祈
る
伝
統
行
事
で
す
。
成
田
山
で
は
毎
年

著
名
人
が
訪
れ
て
、
豆
ま
き
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

宗
吾
霊
堂
を
は
じ
め
と
す
る
成
田
市
内
の
い
く

つ
か
の
寺
社
に
お
い
て
も
節
分
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

成
田
市
は
、
全
国
で
も
有
数
の
さ
つ
ま
い
も
の

産
地
で
す
。
紅
は
る
か
や
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
、

成
田
の
ブ
ラ
ン
ド
芋
で
あ
る
大
栄
愛
娘
を
は
じ

め
と
す
る
さ
つ
ま
い
も
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
そ
れ
そ
れ
の
さ
つ
ま
い
も
の
違
い

を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 特
産
品
・
さ
つ
ま
い
も 

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
年
齢
層
を
問
わ
ず
誰
で
も

楽
し
め
る
競
技
で
あ
り
、
成
田
市
に
は
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
専
用
の
久
住
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
十
余

三
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
。 
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歌
舞
伎
ゲ
ー
ト 

成
田
国
際
空
港
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
出
国
手
続

き
後
の
エ
リ
ア
に
あ
る
歌
舞
伎
体
験
型
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＆
シ
ョ
ッ
プ
、「K

a
b
u

k
i G

a
te

」。
等
身
大
マ

ネ
キ
ン
の
歌
舞
伎
衣
装
展
示
や
、
フ
ェ
イ
ス
ア
プ

リ
に
よ
る
隈
取
り
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、
選
り

す
ぐ
り
の
歌
舞
伎
グ
ッ
ズ
が
購
入
で
き
ま
す
。 

 

成
田
市
生
涯
大
学
院 

学
習
機
会
の
提
供
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
３
年
制
の
成
田
市
生
涯
大
学
院
。
様
々
な

分
野
の
講
座
を
受
講
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
の

自
主
活
動
も
活
発
で
す
。
特
に
学
生
が
企
画
か
ら
運

営
ま
で
の
す
べ
て
を
行
う
学
園
祭
は
、
毎
年
盛
り
上

が
り
ま
す
。 

成
田
空
港
の
秘
境
・
東
成
田
駅 

「
成
田
空
港
駅
」
と
し
て
開
業
し
た
か
つ
て
の
空

港
玄
関
口
、
東
成
田
駅
。
今
で
も
「
成
田
空
港
駅
」

の
駅
名
板
と
と
も
に
旧
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
専
用

ホ
ー
ム
が
残
っ
て
い
ま
す
。
改
札
を
出
る
と
、
空

港
第
２
ビ
ル
駅
へ
と
続
く
５
０
０
ｍ
の
地
下
通

路
が
あ
り
ま
す
。 

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト 

空
に
虹
色
の
軌
道
を
描
き
な
が
ら
飛
ぶ
飛
行
機

の
絵
を
、
安
定
感
の
あ
る
構
図
で
さ
わ
や
か
な

印
象
に
仕
上
げ
、
多
く
の
人
が
思
い
描
く
「
飛

行
機
が
飛
ぶ
街
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
成
田
国
際
空

港
周
辺
の
７
つ
の
市
町
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

ス
カ
イ
タ
ウ
ン
成
田
（
成
田
市
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
） 

平
成
27
年
2
月
27
日
に
完
成
し
た
ス
カ
イ
タ

ウ
ン
成
田
は
、
飲
食
店
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
ほ
か
、
広
さ
２
５
０
平
米
の
多
目
的

ホ
ー
ル
を
活
用
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

成
田
市×

歌
舞
伎 

跡
継
ぎ
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
江
戸
歌
舞
伎
の
第
一
人
者
で

あ
る
初
代
市
川
團
十
郎
が
、
成
田
山
の
当
時
の
本
堂
で
あ

る
薬
師
堂
で
子
授
け
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
に
子
を

授
か
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
し
て
演
じ
た
「
成
田

山
不
動
明
王
」
で
の
掛
け
声
が
「
成
田
屋
」
の
屋
号
の
由

来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

成
田
山
蝋
燭
能 

奉
納
梅
若
成
田
山
蝋
燭
能
は
、
毎
年
５
月
に
成
田

山
新
勝
寺
の
特
設
会
場
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
蝋
燭

の
光
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
舞
台
で
演
じ
ら
れ

る
能
や
狂
言
の
舞
は
、
と
て
も
幻
想
的
で
す
。 

成
田
名
物
・
羊
か
ん 

成
田
山
表
参
道
に
は
羊
か
ん
を
販
売
す
る
老
舗

店
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
栗
よ
う

か
ん
は
成
田
市
が
発
祥
と
い
わ
れ
て
お
り
、
成
田

名
物
の
土
産
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。 
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住
み
や
す
い
ま
ち
・
成
田 

東
洋
経
済
新
報
社
が
行
っ
て
い
る
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
で
成
田
市
は
常
に
上
位
を
キ
ー
プ
し

て
お
り
、
令
和
２
年
は
千
葉
県
で
２
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

滑
河
山
龍
正
院
（
滑
河
観
音
） 

龍
正
院
は
天
台
宗
の
寺
院
で
、「
滑
河
観
音
」
と
も
称

さ
れ
て
い
ま
す
。
坂
東
三
十
三
観
音
霊
場
の
二
十
八

番
札
所
と
し
て
知
ら
れ
、
仁
王
門
は
国
指
定
重
要
文

化
財
で
す
。
し
も
ふ
さ
七
福
神
巡
り
の
コ
ー
ス
と
し

て
、
参
拝
者
が
多
く
訪
れ
ま
す
。 

成
田
山
新
勝
寺 

 

成
田
山
新
勝
寺
は
、
平
安
時
代
に
朱
雀
天
皇
よ
り

勅
命
を
賜
っ
た
寬
朝
大
僧
正
が
御
護
摩
祈
祷
に

よ
っ
て
、
平
将
門
に
よ
る
乱
を
収
め
た
と
い
う
開

山
縁
起
を
持
ち
ま
す
。
山
よ
り
重
ね
た
歴
史
は
千

年
以
上
。
成
田
の
お
不
動
様
と
し
て
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
る
全
国
有
数
の
大
寺
院
で
す
。 

三
里
塚
記
念
公
園 

三
里
塚
記
念
公
園
は
「
日
本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選
」

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
広
い
敷
地
に
は
、
美
し
い
マ

ロ
ニ
エ
の
並
木
道
が
続
き
、
貴
賓
館
、
御
料
牧
場
記

念
館
の
ほ
か
、
文
人
の
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
春
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
約
２
０
０
本
の
桜
が
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。 

麻
賀
多
神
社 

麻
賀
多
神
社
境
内
左
奥
に
あ
る
、
東
日
本
一
の

大
杉
（
御
神
木
）
は
、
樹
齢
１
３
０
０
余
年
、
昭

和
10
年
、
千
葉
県
の
指
定
記
念
樹
第
一
号
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

人
気
の
場
所
で
す
。 

 

平
和
宣
言
都
市
・
成
田 

成
田
市
は
、
「
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言
」
お
よ
び

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
「
平
和
宣

言
都
市
」
で
す
。
世
界
の
平
和
を
願
い
、
ま
た
「
平

和
で
住
み
よ
い
国
際
都
市
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
平
和
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 


